
ひばりたちは、はなしをはじめまし

た 「くいっちょ、くいっちょ」ぴ。

ーくい、ぴーい」これをきくと、お

しゃべりひめは、ふしぎなことも、

なにもかもわすれて、おかしくてた

まらなくなりました 「まあ、おか。

しいこと。あのー、ひばりさん。こ

こは、なんというところですか。お

しえてちょうだいな」と、ちかよっ

ていきました。そうすると、ひばり

のふうふは、あわてて、にげだしま

した 「ぴーつく、ぴーつく 「つ。 」

くりいよ、つくりいよ」と、いっし

ょうけんめいに、さけびながら、じ

ぶんのいえのほうへ、にげていきま

すと、そのこえをききつけて、もり



のなかから、たくさんのひばりが、

でてきました。そのひばりたちは、

みんなにんげんのすがたをしてい

て、おじいさんのようなの、おばあ

さんのようなの、または、わかいひ

とからこどもまでいるらしく、みん

なぞろぞろとつれだって、おしゃべ

りひめを、すっかり、とりまいてし

まいました。おしゃべりひめを、と

りまいたひばりたちは、はじめは、

みんなだまってふしぎそうに、おし

ゃべりひめをみていました。けれど

も、なにもわるいことをしそうにも

ないので、ひめは、あんしんをしま

して、もういちど、たずねてみまし

た 「ま。


